











「国際化」す る都市 におけ るコ ミュニケー シ ョン空間の素描 一













本稿が対象 とする 「日本語教室」は、民間の組織が経営する営利的な 「日本語学校」ではな
く、自治体が公民館等の公的施設において開設する日本語教育の場である。
管見によれば、自治体による日本語教室の現状に関する全国的な調査は未だ実施されておら










都道府県 人 数 国 籍 人 数
1.東 京 250,339 1.韓 国 ・朝 鮮 682,276
2.大 阪 212,944 2.中 国 210,138
3.愛 知 104,822 3.ブ ラジ ル 154,650
4.兵 庫 98,258 4.フ ィ リ ピソ 73,057
5.神 奈 川 97,606 5.ア メ リ カ 42,639
6.京 都 56,570 6.ペ ル ー 33,169
7.埼 玉 56,180 7.イ ギ リス 12,244
8.千 葉 50,026 8.タ イ 11,765
9.静 岡 40,955 9.ベ トナ ム 7,609








教室に参加 している学習者の国籍 と一致 し
ていることがわかる。都市に多 くの外国人
が流入 し、その滞在もしくは居住が進行す











老、中途退学者に加えて、中国か らの帰国者、日系人をは じめとする 「外国人労働者D」 など、
日本語を母語 としない人々が、 日本語でのコミュニケーショソや読み書 きの問題に不自由を感
じ、 この教室を訪れている。彼 らにとってみれば、通常多額の授業料を要求 し、一斉授業で し
かも進度が速いというような 「日本語学校」に就学することは、極めて困難なのである。
そして今後 も、 この教室の学習者 と同様のニーズをもつ人々が、特に都市部において増加す
るであろうこ・とは、国際的な労働力移動 という観点からみても明らかである。つまり、周辺ア
ジア諸国における過剰人 口の存在、 日本における単純労働を中心 とする労働力需要の増大、 日
本とアジア諸国との経済格差等の客観的条件の下で、多数の外国人労働者が、雇用機会の豊富




したいと考えている。その際、事例の記述 ・分析は、① どのような人々が 「講師」や 「学習者」
として参加しているか、②学習の場面で参加者相互のコミュニケーシ ョンはどのように図られ
ているか、という2つの視点から行 うつもりである。




4.フ ィ リ ピン 36,089
5.マ レー シ ア 25,653
6.イ ラ ソ 23,867
7.ペ ル ー 11,659
8.バ ン グ ラデ ィシ ュ 7,931
9.台 湾 7,677
10.パキ ス タ ン 7,414


























設 置 年 行政区(対象者) 教室数





1987 目黒区 ・福生市 2
1988 葛飾区(中国帰国者対象) 1
1989 新宿区 ・豊島区 ・国立市 3
1990 墨田区 ・調布市 2
1991 千代田区 ・杉並区 ・三鷹市 ・小平市 ・国立市 5
1992 北区 ・八王子市 ・立川市 ・町田市 4
合 計 23
資料:東 京学芸大学社会教育研究室 『東京の識字実践 ・1992一第二次識字マップ調
査報告書一』.1992.
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その後'84年の港区を皮切 りに、年 々増加 しているのが、自治体の 「国際交流事業」の一環
として設置された教室である。特に'89年以降の増加は著 しいが、 これは戦後最大の長期大型
好景気 といわれた 「平成景気」によって、国内の労働力が不足 し、東南アジア、中近東、南米
等から 「ニューカマー」 と呼ばれる外国人労働者が大量に流入 してきたこと、および'90年が
国連の定めた 「国際識字年殉 であったことなどに起因するようである。
(2)現状
(表3)に み る とお り、'92年6月現在 、東京都 内には合計23の教室 が存在す る。 これ らの
教室 は、23区のうちの12区に、 また多摩地域32市町村の うちの8市 に設置 されて いる。
学習者数 は、'92年6月現在 、23教室 で合計737名となってい る。 この学習者の国籍名 を列挙
してみる と、 アジア地域が 日本 ・韓 国 ・中国 ・台湾 ・タイ ・ス リランカ ・イソ ド・マ レー シア
・フ ィリピン ・香港 ・イソ ドネシア ・シンガポール ・パキ スタン ・バ ングラデシ ュ ・ヨル ダン
の15ヶ国、 ヨーロ ッパ地域 がイタ リア ・イギ リス ・フランス ・オ ランダ ・ポル トガル ・ブル ガ
リア ・グルジア ・ハ ソガ リー ・ドイツの9ヶ 国、南米地域 がブラジル ・ペル ー ・ボ リビア ・ア
ルゼ ンチ ンの4ヶ 国、 アフ リカ地域 がエジプ ト ・ガー ナ ・モ ロッコの3ヶ 国、北米地域がア メ






ジメ」が 「おばさん」を意味する朝鮮語であることからもわかるように、 この教室は在 日朝鮮
(表4)大阪府における公的施設の日本語教室の設置年 ・行政区および教室数
設 置 年 行政区(対象老) 教室数






1990 大阪市 ・堺市 ・泉佐野市 ・枚方市 ・豊中市(2教 室) 6
1991 大阪市(2教 室)・ 茨木市 ・寝屋川市 ・和泉市 ・豊中市 ・東大阪市 7
1992 八尾市 ・東大阪市 2






いたが、'81年よりその運営が自治体の 「在 日韓国朝鮮人事業」の一環 として位置づけられる
ようになったのである。
翌'82年には、枚方市楠葉公民館の 「日本語読み書 き教室」が開設されている。 この教室の
開設の契機 となったのは、読み書きの不自由な被差別部落出身の女性の就業相談に応 じた り、
外国人登録の際に直接外国籍住民 と接 していた職員が、日本語教育の場の必要性を認識 したこ
とであった。読み書きに不自由を感 じている女性の直接の訴えが原動力とな り、以後同市では、
地域公民館の創設に伴って4教 室が増設されている。

















男 性 女 性 合 計 女性の占める割合(%)
10歳代 13 22 35 62.9
20歳代 37 173 210 82.4
30歳代 39 182 221 82.4
40歳代 16 76 92 82.6
50歳代 13 96 109 88.1
60歳代 4 118 122 96.7
70歳代 2 58 60 96.7








も合わせると、この3ヶ 国で全体の約8割 を占めることになる。その他のアジア ・中南米諸国
では、特にフィリピソ、ブラジルが 目立っている。また国籍数は、アジア地域16ヶ国、中南米
地域7ヶ 国、ヨーロッパ地域5ヶ 国、北米地域2ヶ 国、アフリカ地域とオセアニア地域がそれ
ぞれ1ヶ 国で、計32ヶ国となっている。
(表6)国籍別にみた学習者数(大 阪府下)
地 域 国 籍 人 数 全体に占める割合(%)
ア ジ ア
韓国 ・朝鮮 250 28.9
日 本 215 24.9
中 国 209 24.2




ペ ル ー 13 1.5
その他 10 L2
欧 米 19 2.3
そ の 他 4 0.5
合 計 865 100.0
資料1近 畿夜間中学校連絡協議会国際識字年推進委員会 『大阪府内にお
ける日本語読み書き教室一訪問調査による現状分析一』.1994.
第3章 日本語教室に集 う人 々
「大阪市立北市民教養ルーム」の事例研究 一
前章では、事例研究を行 う前提 として、東京都および大阪府における公的施設での 日本語教
室の歴史 と現状を概観 した。その結果明らかになった特徴は、まず第一に、いずれの地域にお
いても、このような日本語教室の多 くが、ここ4～5年 の間に新 しく開設されたものだという
ことである。また第二に、1980年前後に開設された初期の教室が、在 日朝鮮人、中国帰国者や
義務教育を受けることのできなかった障害者を対象としているのに対 し、 ここ数年の間に急増
した比較的新 しい教室には、そのような人々に加えて、より多様な国籍を持つ 「ニ ューカマー」
と呼ばれる人 々が参加 し始めているということである。
このような特徴は、東京都と大阪府という限られた2地域のものではあるが、全国的な公的
施設の日本語教室の動向を先取 りしたものだといえそうである。なぜなら、第1章 で示 したと





プ、学習者や講師の作文 ・手紙など)を もとに、概略的に記述 ・分析する。
第1節 日本語教室の設置過程
本章において事例 として とりあげる 「大阪市立北市民教養ルーム」(以下 「教養ルーム」 と
標記する)は、公民館 と同様の業務を行 う公的な社会教育施設に分類される。敷地面積約200
平方メー トル、鉄筋3階 建ての決 して大きくはないビルである。両隣には、こじんまりしたブ
ティックやカラオケボックスなどが建ち並び、休日はもちろんのこと平 日でも夜になれば、多
くの若者や会社帰 りのOL、サラリーマンなどで賑わ うという大阪市の中心街に、この施設は
位置する。 したがって交通の便 もよく、連 日多 くのグループやサークルが集まって、意欲的に
活動を行っている。また主催事業 も活発で、1993年度には9講座が開設されている。10～20歳


















を勧誘することから始め られた。その結果、10名の学習者が参加 し、8名 の講師と共に学習が
開始されるに至る。









員4名(元 教員2名 、現役の中学校教員2名)、被差別部落の解放会館(隣…保館)職 員4名 、









③昨年大阪に来たばかりで、 もっと世界を広げたかったので(多 くの人 と出逢いたいの
で)。
「主婦」 ∬(40歳代 ・ガイ ドヘルパー)















動(身 障者の方の手助け)を しています。外国では読み書 きなどもボランティアで して
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いると聞き、また本で読んだこともあ り、一度こういうボラソティアな どもしてみたい
















この定義に照らすと、本教室の講師も、 この 「自発性、公益性、無償性」を備えた 「ボラン
ティア」であることがわかる。ただし彼 ・彼女らは、読み書きに不自由している人を 「奉仕的」
に 「助けてあげる」ためだけにこの教室に参加 しているわけではない。アソケー トの抜粋をみ
てもわかるように、「人の役に立ちたい」「もっと世界を広げたい」「実際に日本語を教えたい」
が故に、即ち"自 分自身のため"に参加 しているのである。金子(1992)も、この 「ボランテ









および学習者の作文 ・手紙8)に基づいて、学習者の特徴を、①属性(国 籍 ・年齢 ・性別 ・出






























韓 国 1 1 6 4 1 13
日 本 1 2 3
ブ ラ ジ ル 3 3
中 国 1 .1
ア メ リ カ 1 1
シンガポール 1 1
計 4 3 2 6 6 1 22
以下、さらに出生地 ・渡日時期 ・永住希望かどうかを加味した上で、この属性を類型化 して
みる。
まず第1の 類型は、出生地が韓国であ り、1945年以前、つまり第二次大戦終戦以前に渡 日し
た人のグループである。本調査では4名 いるが、いずれも女性で永住を希望 している。ここで
はこの類型に属する人を 「在 日朝鮮人一世9)」と呼ぶことにする(以下 「在 日一世」と標記す
る)。
「徴用」 という形で海女 として渡 日を余儀な くされた女性(1938年,16歳で渡 日)は、 自分
の生い立ちを書いた作文の中で次のように述べている。




い、 とは言えないので、お前が行って くれ」と言った。…そして 「お前が故郷に居ても腹
いっぱい食べさすことができないのが、親として情けな くて辛い。同じ日本人の ドレイに
なって働 くなら、 日本に行って腹いっぱい食べさせてもらえ。そして死ぬときが来たら、






次に第2の 類型は、出生地が日本である 「在 日一世」の子 どものグループである。 したがっ
てここでは 「在 日朝鮮人二世」(以下 「在 日二世」 と標記する)と呼ぶことにする。本調査で
は6名 おり、いずれも女性で永住希望者である。そのうち1名 は 「帰化」 して日本国籍を取得
してお り、2名 は日本敗戦直後に韓国に帰還 し、1970年前後に再び渡 日した人である。上述の
「帰化」 した女性(60歳)は、作文の中で母親の思い出を次のように語っている。
…母は、私たち兄妹には何かにつけて口癖のように 「これから先私が死んでいなくなっ
ても、自分の国の誇 りを忘れずに正々堂 々と胸を張って生 きて行 くのですよ。」 とよく教
えて くれました。事実母自身は、人一倍誇 りも高 く、また死ぬ間際まで徹底 して民族衣装
で通 しました。今もその点はとても敬服 しています。…




籍だけでな く姓名という朝鮮人 としてのシンボルまでをも喪失する行為だ といえるのである。




プである。 ここでは 「永住希望の渡 日者」 と呼ぶことにしよう。本調査では6名 お り、いずれ
も女性で、そのうち5名 が韓国籍、1名 が中国籍 となっている。 日本敗戦後の混乱期に、密入
国 という形で渡 日した韓国籍の女性(1951年,15歳で渡 日)は、当時のことについて次のよう
に書いている。




ると近所の子 どもの子守をして、おだちんの代わ りに食事を食べさせて もらう生活を して
いま した。 このような生活をしているのを見て父はたえられな くな り、私を日本に行 くよ





…にほんの しゃかいで、せ いかつ してい くため に、わ た しは、 にほん この よみ、 かき、
はなす ことが、 日本人 とおな じよ うに、 じょうず になるようにべん き ょうす るこ とが、わ
た しのゆめですので、 いっ しょうけんめい した い と思 います。 一
この韓国籍の女性(1981年,25歳で渡日)は、渡 日当初、YWCAの日本語学校に通っていた
が、一斉授業の上、授業料 も月9万 円という高額なのでやめざるを得なかった と述べている。
職場の焼肉レス トラソで注文を聞き違えて、涙が出るほどくや しい思いをした彼女は、 日本の
小学校に通っている子 どもに自分の練習帳を見て もらいながら、家庭でも学習を続けている。
そして逆に、全 く朝鮮語を知 らない子 どもに対 しては、 日常生活で使う朝鮮語を教えているそ
うである。
次に第4の 類型は、出生地が 日本以外で、1990年前後に渡 日し、永住を希望 していない人の
グループである。 したがって以下、「一時滞在の渡 日者」 と呼ぶことにする。本調査では5名
おり、女性3名 、男性2名 である。国籍別にみると、ブラジル3名 、アメリカ ・シンガポール
各1名 となっている。シンガポール国籍の30歳代の男性以外はすべて20歳代であ り、比較的若
いグループだといえる。ブラジル国籍の3名 は、いずれも 「日系三世」である。 このうちの20
歳代の女性(1990年,23歳で渡日)は、講師に対する手紙の中でこう書いている。
・今、 ブラジルでは、 せいかっ が とて もむず か しいで す。 しご とがあ ま りな くて、大 き
なかい しゃで も"赤 く"な った り、 それで、 お きゅ うりよが やす くて、 インフ レー はだん
だん高 くなっています。 …私 たち はいつ まで もブラジル人ですけ ど、心の中で、はんぶん
は 日本人 です。 父は 日本人で した、母 も日本人です。今 は、なん まん人の ブラジル人が 日
本 で しご とを してるか しら、私たちみ たいに、"で かせ ぎ"と ゆわれて いるんですけ ど、
ほん とうは、でかせ ぎとゆえない と思い ます。その中 に、そんな人 もいる と思いますけ ど、
私 たち は 日本の子 として、日本に、いつ かは きたい と思い ま した。日本 ごをべん きよして、
日本人 のせいかつを見て、 そ して、父 が生 まれた とこにあそび にいきたい と思 いま した。
1989年12月の 「出入国管理および難民認定法」(1951年制定、いわゆる 「入管法」)改正によ
って、 日系人は 「定住者」 として扱われ、た とえ非熟練労働であっても入国に際 して全 く制限
を受けな くなっており、そのため日本の企業で働 くB系人が急増 している10㌔ブラジルの銀行
公的施設における日本語教室のモノグラフ 127
で働いていた彼女も、2年 間の休暇をとり、夫(本 教室に参加 している)と ともに渡 日、 日本
でコピーをとる仕事に就いている。彼女たちは、 この2年間の休暇が終わるとブラジルに帰国
するようである。またアメリカ国籍の人は、 日本の中学校の英語の教員を、そ してシンガポー
ル国籍の人も、 日本の語学学校で英語の講師をしており、いずれ も帰国を予定 している。
最後 に第5の 類型は、 日本に出生 し、 日本国籍を持つ 「在 日二世」以外の人である。「日本
人」 という概念については様々な観点から様々な議論がなされているが、ここでは便宜上、こ
の類型に属する人を 「日本人」 と呼ぶことにする。本調査では1名 で、40歳代の沖縄出身の女
性である。次に引用するのは、沖縄出身の詩人山之口摸のr会 話』 という詩を教材 として読ん
だ際に彼女が書いた感想の一部である。
・・私 も本土に来てみて以来、いつも出身地を問われるのではないかとビクビクしていた。
















一世」「在 日二世」「永住希望の渡 日者」「一時滞在の渡 日者」「日本人」)別にみてみる。
まず 「在 日一世」のグループ4名 は、全員不就学である。その理由を列挙 してみると、「仕
事ばっか りだったから、働かないと食べて行けなかったから」「"女は学校へ行かな くてもよい"
という父親の大反対にあったから」「渡 日後学校へ行きたいと思ったが、"日本語のわからない




って書いたので、深い溝ができて しまった」と述べている。このグループの人 々は、総 じて自
分の兄弟や近所の子 どもたちが学校に通うのを、羨望の眼差 しでみていたようである。
次に 「在 日二世」については、回答者6名 中、日本敗戦直後に韓国に帰国 した女性の一人が、
韓国の小 ・中学校を卒業 しているが、あとの4名 は、日本の朝鮮学校、日本の小学校、韓国の
小学校をそれぞれ中退してお り、残 りの1名 は不就学である。8人 兄弟の世話に忙 しく学校に





「一時滞在の渡 日者」については、回答者4名 で、母国の大学を卒業 した人2名 、母国の大
学を休学中の人1名 、母国の高校を卒業 した人1名 となっている。.つまりこのグループの人々
は、全員母国で中等教育、高等教育を受けているのである。
最後に 「日本人」にっいては、沖縄の短期大学を卒業 した人である。 この教室の学習者で、
日本の高等教育を受けているのはこの人だけである。
第4節 学習風景のスケッチ
第2節 ・第3節 では、本教室に、 どのような人 々が 「講師」や 「学習者」 として参加 してい




能力の水準に大 きな散 らばりがあり、その学習要求が多様 となるのもごく当然のことである。
そこで本教室では、基本的に1対1の 個人指導 という形態がとられている。この形態は、学習
者各人のニーズに即 して、 きめ細かな学習を進めることができるという点で優れている。ひら
かな ・カタカナの読み書きを一字一字練習 したり、 日常会話でよく使われる単語を耳で聞いて
文字にする人から、漢字を練習 した り単語 ・熟語の意味を学習する人、また新聞記事やエ ッセ
イ等を読んで感想を書いた り、手紙や 「自分史」を書いた りする人まで様々である。教材は、
学習者の要望や能力の水準に応 じて講師が準備することになっているが、学習者の中には、役







字をおぼえて夕焼けが美 しい』 という詩を読んだ ときの、学習者の反応である。
学習者a(「在 日二世」):
親戚の結婚式の とき、1人 で東京へ行きました。その とき娘が心配 して 「迎えに行こう





私も今年の夏、電話で娘が 「家を新築 したから東京へ来なさい、迎えに行 くから」 と言
うので、「だいじょうぶ。一人で行 くから説明して」 と言うてメモ書きしていると、「なに
してるの」 と聞 くから、「書いているんや」言 うたらびっくりしてま したわ。1人 で東京
へ行けたときはほんまに嬉 しかったですわ。
学習者a:






先生が生徒を指名 し、答がわか らない場合、 日本の生徒は隣の生徒に 「なに?」 「なに?」
と尋ねた り、相談 して周 りの人に助けを求めるが、アメリカでは個人個人を尊重するので、






このグループではまた、 日本、ア メリカ、ブ ラジルの生 活の相違 点を、米 の種類 や食 べ方、
コー ヒーの味、結 婚式 、天候 、スポーツ、ギ ャンブル等の点で具体 的に比較 しなが ら、「聞 く」
「話す」 とい うコミュニケーシ ョンの訓練 を行った りもしている。
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さらに本教室では、このような教室内での学習に加えて、野外での行事 も重視 している。春
には花見、秋には遠足等の行事が企画され、学習者 も講師 も区別な く、焼 き肉を食べ、酒を飲
む。興が乗 ってくれば、慣れ親 しんだ母国の歌を歌った り、踊 ったりして楽しく騒 ぐのである。







国語 としての 日本語」の教育と、② 「生活言語 としての 日本語」の教育の2つ に分類 している。
①が主に留学生やビジネスマン等を対象 とする教養的な外国語 としての日本語の教育を意味す
るのに対 し、②は 日本社会での永住もしくは長期の定住を希望する中国帰国者や難民、帰国子
女等を対象 とする、生活に密着 した 日本語の教育を意味 している。つまり②では、 日本語を単
に知識 として理解するだけでな く、 日本語でのコミュニケーシ ョンによって生活の諸行動を達
成するという能力の獲得が 目指されているのである(山 田,1991)。
このような日本語教育の2つ の概念に照 らすと、「教養ルーム」の 日本語教室が提供 してい









事をした上に夜 もアルバイ トをする人や、夫婦共働 きのため、仕事 と家事 ・育児を両方 とも任
されている人など、比較的時間に余裕のない人が多いのである。 したがって、通いやすい範囲
にあ り、料金 も安価な公的施設の日本語教室は、 このような人 々が日常生活に必要な情報を具
体的な人(こ こでは教室の講師)を 通 して摂取するための絶好の場 となるのである。
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第2節 多様な市民のコミュニケーシ ョン空間













先の講師が、学習者の人生を 「ドラマ」だ と感 じたのは、その両者の経験があまりにも異質な
ものだったからである。教室での学習のなかで彼 ・彼女 らの体験を聞 くことによって、講師は、











することで、差別 も見た。怒 りも感 じた。 自分たちの無知を悔 しがった。 日本の弱さも考
えた。…
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教室 という場で日系ブラジル人 と出会 ったことによって、 この講師は、「文字の読み方 ・書
き方」については"教 える"側 にいても、「ブラジルのこと」や 「自分たちの無知」 という点
については"教 えられる"側 にいるということを自覚する。前節で、学習者は講師を生 きた情
報源 としていることを述べたが、ここでは逆に、講師の方が学習者を、外国人をとりまく状況
に関する生きた情報源 としているのである。週1回 の教室での学習によって、学習者 ・講師の
双方が、お互いの文化を 「理解」することは、おそらく不可能であろう。 しかし少な くともこ
の教室では、このように異なる文化をもつ人々が接触 し、「対話」することが可能なのである。
・わた しは、 日本人 とともだちにな って、文 化 とことばをべん き ょうするのがす きです。
い まは、 日本人の ともだちがで きま したが、 もっ とおお くともだちをつ くって、 もっ とべ
ん き ょう したいです。で も日本人は、がい こ く人を こわい とかかんがえているので、 なか









1)ここでいう 「外国人労働者」とは、単純労働の仕事に就 く外国人のことを指す。現在 日本においては、
「出入国管理及び難民認定法」によって、 このような 「単純労働者」の入国を違法 としているが、実
際には数多くの 「不法就労者」や、「就学生」「留学生」「研修生」「難民」といったカテゴリーを利用
して入国した外国人が、単純労働の仕事に就いている。また日系人については、1989年の入国管理法























おける渡航(1945～1952年)、④ 日本独立(サ ンフランシスコ講和条約締結)以 後の朝鮮半島からの
密航による渡航(1952年～現在)の4期 に分類 し、この渡航史から在 日朝鮮人の世代の定義づけを次













11)1948年1月、文部省は 「朝鮮人学校設立の取扱いについて」 という通達を出し、敗戦後 も、在 日朝鮮




12)J.W.ネウス トプニー(1982)は、「異質集団」を、社会の 「主流」 と対立 して存在する集団と規定
し、そのメソバーは 「主流」のメンバーに比 して十分に権利を保障されていないとしている。彼はこ
のく主流集団一異質集団〉の例として、〈都市部出身老一地方出身者〉〈男性一女性〉<中年層一子
ども ・老人〉〈健康な人間一身体障害者〉をあげ、また民族的な異質集団の例 として、少数民族、移
民、一時滞在の外国人、旅行老な どをあげている。
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AMonographofLiteracyClassinPublicFacility
-ADescriptionofCommunicationSpacein"lnternationalizing"City一
Tomqアa1WATSσKI
"Lite
racyclass"inth量spaperdoesnotrefertoaprofit-making"Japaneselanguage
schoo1,"butreferstoafacilityforJapaneselanguageeducationwhichissetupandrunby
localgovernments..Recehtly,suchclasseshavebeenincreasinggradua11yinlargecities,
wherequiteafewforeignershavecomeandsettled。
SinceMay1990,Ihavebeenparticipatingasa"tutor鯵inasuchliteracyclassatthe
Kita(North)AdultEducationCenterinOsakaCity.Locatedataneasilyaccessibleplace,
theclasshasconstantlyseen40～501earnerparticipants.Mostofthelearnersarewomen,
andtheiragesandnationalitiesarequitevaried.TheyarenotonlyKoreansinJapanand
.Japanesewhoreceivedlittleornoschooling
,butals6"foreignworkers"suchasSoutheast
AsiansandJapanesedecendantsfromSouthAlnerica,etc.Ifwecalltheprocessofmany
foreignerscomingtoalargecityandsettlingthere"internationalization"ofthecity,the
compositionoflearnersinsuchclassestrulydemonstratesthegrowillgsocialneedsofan
・"internationalizing"city.Thedemandsforsuchliteracyclasseswillinevitablyincreasein
thenearfuturebecausemany"foreignworkers"willcometolargecitiesthatofferample
emplymentoPPortunities,
Inthispaper,Idiscussthecrucialroletobeplayedbysuchclassesthroughacasestudy
ofaliteracyclassattheKitaAdultEducationCenter.First,Ibrieflyreviewofthehistory
andthestatusquoofsuchliteracyclassesinTokyoandOsakaprefectures.Second,I
describeandanalyzethecharacteristicsoftheliteracyclassattheKitaAdultEducation
Centerfocusingonthefollowingpoints;①organizationprocessoftheclass,
②characteristicsofthe"tutors,"③characteristicsofthe"1earners,"and④concrete
descriptionofthelearningProcess.
Throughthesedescriptionsandanalyses,Iexaminetwoparticularfunctionsofsuch
classes.
OneisasaspaceforlearningJapaneselanguageasa``daily-1ifelanguage."Inthefield
ofJapaneselanguageeducation,theconceptof``Japaneselanguageeducation"isdivided
intotwocategories;educatlonof"Japaneselanguageasaforeignlanguage"and"Japanese
languageasadaily二1ifelanguage."Theformerismainlyforbusinessmen/womelland
studentsfromabroad,whilethelatterisforrefugeesandJapanesereturneesfromabroad
includingJapaneseorphansIeftiロChina,whowanttoacquirepracticalJapaneselanguage
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skillstheyneedintheirdailylife.ThelearnersintheliteracyclassattheKitaAdult
EducationCenteralsoneedinfomationessentialtotheirdailylifesuchas"howtoread
advertisingleaflets"and"howtowriteforinsuranceapplications."Thereforesuchliteracy
classservesthelatterneeds.
Theotherfunctionisasaspaceforcommunicationbetweenpeoplefromdifferentsocial
backgrounds.Mostlearnersinsuchliteracyclasseshavebeenmarginalizedbecausethey
areKoreans,Okinawans,fore量gnersandwomenorbecausetheycannotreadandwrite
welLOntheotherhand,mostofthetutorshavebelongedtothemainstreamJapanese
society.Throughtheteaching/Iearninginsuchclasses,1earnersandtutorscommunicate
theirfeelingsandexperiencestoeachother.Inawaytheopportunitiesforsocialcontact
andcommunicationprovidedintheseliteracyclassespromote"inter-cultura1"
understanding.
